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2020 年 2 月 5 日 

早稲田大学/政策研究大学院大学 

早稲田大学と政策研究大学院大学が「スター・サイエンティスト 

と日本のイノベーション」プロジェクトの研究成果として白書を発表 

早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究センターと政策研究大学院大学は、共同研究プ

ロジェクト、「スター・サイエンティストと日本のイノベーション」※1の成果として、

「スター・サイエンティスト白書 2020」を作成いたしました。 

本共同研究プロジェクトは、卓越した研究業績を輩出する「スター・サイエンティ

スト」という観点から、研究費の配分に関する科学的エビデンスの提供を目指

しています。日本の科学技術イノベーションを促進するために、介護および福

祉に係る予算枠が増大する背景の下、効果的な研究費の配分が重要となるであ

ろう将来に備え、科学技術分野ごとにどのような研究者がどの程度存在するの

か、そうした研究者にどの程度配分すると良いのか、研究成果のみならずエグ

ジット(産業化可能性)を見据えた研究費の最適な配分に関する科学的エビデン

スは依然限られているからです。 

スター・サイエンティストに関する先行研究は多数存在する一方、この研究

は大規模なデータセットを構築することの困難性、不十分なデータ、成功バイ

アスなどにより、米国以外の国での分析はあまり進んでいないのが現状です。

本プロジェクトにおいては、日本のスター・サイエンティストに関する網羅的

なデータベースを構築することにより上記の課題を解決し、現存する世界最大

の米国以外のスター・サイエンティストに関わるデータセットとして分析の礎

にいたします。 

この度完成した「スター・サイエンティスト白書 2020」は、米国の

Clarivate Analytics 社による Highly Cited Researchers（高被引用論文著

者）などの高いパフォーマンスの研究者を抽出する方法を参考にしながらも、

独自の抽出方法によって国別・分野別でランキング化した上で、1981 年～2014 年各

年の Highly Cited Papers（高被引用論文）数を集計し、順位・絶対数・HCP 数に対する

各国のシェア率などの推移をグラフ化したものです。 

早稲田大学プレスリリース 

配布先：文部科学記者会、科学記者会 

報道各社：社会部、科学部 
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[白書の主な論点] 

(1) 中国の台頭 

• 現行のスター・サイエンティストの数に関する国別ランキングをみると、全分

野の合計で、米国が圧倒的上位を占めており、英国がそれに続いているが、3

位の中国も 2 位の英国とほぼ同数である。中国は、分野別では特に、工学では

米国を抜き両リストにおいて 1 位、材料科学では米国とほぼ同数でロング・リ

ストでは 1 位となっている。その他、化学、コンピュータ科学、環境・生態

学、地球科学、数学でも両リストで 1 位の米国に次いで 2 位となっており、大

きな存在感を示している。 

• 高被引用論文の国別割合の時系列変化をみると、米国は全分野の合計で 1980

年代から直近まで圧倒的に 1 位であるが、全体に占める割合は低下してきてお

り、高被引用論文の生産国の多様化が進んでいる。特に中国の伸びが目覚まし

く、直近では工学、材料科学、コンピュータ科学では米国を抜いて 1 位となっ

ている。これらの 3 分野のいずれにおいても、特に 2008 年以降に中国が急激

な伸びを見せている。農学、化学、環境・生態学、数学に関しても近年の中国

の伸びは目覚ましく、米国を急追している。 

• こうした高被引用論文を生産している中国の研究機関として、中国科学院の存

在が際立っている。研究者の数が多いため他の機関と単純には比較できない

が、複数の分野において、2005-2009 年の機関別ランキングに登場し、

2010-2014 年にはさらに順位を上げており、高被引用論文の生産アクティビ

ティの高まりが時系列上で見て取れる。 

• 一方で、臨床医学、免疫学、微生物学、分子生物・遺伝学、神経・行動科学、

薬理・毒物学、精神医学・心理学といった、医学関連の分野では、スター・サ

イエンティストや高被引用論文に関して中国の存在感はまだ確認されない。 
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(2) 日本の現状 

• 現行のスター・サイエンティストの数に関する国別ランキングをみると、ショ

ート・リストとロング・リストのいずれにおいても、全カテゴリーの合計で、

日本は 12 位である。動植物科学ではショート・リストで 3 位、ロング・リス

トで 5 位となっており、化学ではいずれも 5 位、材料科学では 5 位・6 位、免

疫学では 4 位・6 位となっており、これらの分野では一定の存在感を示してい

る。 

• しかしながら、機関別の高被引用論文のランキング上位の時系列変化を見る

と、上に挙げたいずれの分野においても、2009 年以前はいくつかの日本の機

関が 10 位以内に登場していたにもかかわらず、2010-2014 のランキングで

は 10 位以内に入っている日本機関はない。 

• また、高被引用論文の国別割合の時系列変化をみると、全分野の合計におい

て、 2000 年代に入ってから日本が占める割合は緩やかに低下してきている。

分野ごとに直近 4 年間の傾向をみると、免疫学で若干の増加がみられ、動植物

科学と化学ではほぼ変化なしであるが、材料科学では明らかな減少傾向がみら

れる。 

• 材料科学といった、他の分野と比べて国際的な競争の中で日本が存在感を示し

ているはずの分野においても、近年の中国の台頭に押されて、日本の国際的な

存在感が低下している可能性がある。 

 

 

※1 「スター・サイエンティストと日本のイノベーション」 

本研究は、科学技術振興機構（JST）の RISTEX「科学技術イノベーション政

策のための科学研究開発プログラム」の 2017 年度採択プロジェクト「スタ

ー・サイエンティストと日本のイノベーション」（JPMJRX17B4、研究代表

者：牧 兼充）の支援を受けたものです。 

 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/project/project27.html 
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[ご参考] 

早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究センター 

早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究センターは、ビジネスおよびファイナンスを中

心に基礎的・応用的研究を行うことで、ビジネスおよびファイナンスに関する中核的研究

機関としての役割を果たすとともに、研究成果を社会に還元する高度な専門知識を持った

職業人を養成し、広く人類社会の発展に寄与することを目的としています。 

早稲田大学ビジネススクール（早稲田大学大学院経営管理研究科）と連携し、双方の教

育・研究システムを一体化することで、ビジネス・ファイナンス分野の基礎的・応用的研

究を通じて世界水準の研究成果を生産・発信し、教育の現場ならびに広く社会に還元する

ことを目的としています。 

本研究センターは、ノンディグリーのエグゼクティブ教育活動、企業・団体・外部研究

機関との共同研究や受託研究などの研究活動、出版、講演、シンポジウムなどを多数展開

していきます。 

https://www.waseda.jp/fcom/wbf/ 

 

政策研究大学院大学 

政策研究大学院大学は政策研究を専門とする大学院であり、1997 年に設立された国立

大学法人です。その前身である埼玉大学大学院政策科学研究科（1977 年設立）時代か

ら、一貫して、日本と世界の現実に即応した政策研究を促進するとともに、国内外の政府

部門で働くミッドキャリアの行政官等をおもに対象にして高度な政策研究に関する大学院

教育を行ってきました。特に開発途上国を中心とするミッドキャリアの外国人留学生への

教育を重視し、英語のみで学位を取得できるプログラムを数多く設置してきました。現

在、留学生が学生総数の 60％以上を占めており、世界的に見ても国際色豊かな研究教育機

関です。現在までに 110 カ国 5,000 名以上の修了生を輩出しています。 

国内外の現役行政官、公益事業、建設・電力などの民間企業、研究機関などから派遣さ

れた学生が多く在学しており、修了後、国際機関、各国政府や政府関係機関の幹部職員な

どとして活躍する方も少なくありません。 

 キャンパスは東京都港区六本木にあります。 

http://www.grips.ac.jp 

http://www.grips.ac.jp/
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お問い合わせ先（発信元） 

早稲田大学広報室広報課 担当：広野 

電話：03-3202-5454 メール：koho@list.waseda.jp 

 

内容に関するお問い合わせ先 

早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究センター 

担当：牧 兼充（早稲田大学商学学術院准教授） 

メール：kanetaka-sec@kanetaka-maki.org 

 

mailto:kanetaka-sec@kanetaka-maki.org

